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所
得
税
還
付
申
告所

得
税
の
還
付
申
告
は
お
早
め
に

源泉徴収された税額や予定納税した税額が、実際の年間所得をもとに計算

した税額より多いときは、還付申告をすることで、納めすぎた税金を払い戻

してもらうことができます。

早めに税務署で申告しましょう。

なお、会社員で、次に該当する場合は、還付申告すれば所得税が還付され

ることがあります。

年の中途で退職

し、再就職して

いないとき

自宅をローンで

購入したとき

多額の医療費を

支払ったとき

火災や風水害、

盗難などの被害

にあったときな

ど

※　税務署では、

すでに還付申告

の受付を開始し

ています。なお、

申告は、郵送で

も受け付けます。

所
得
税
の
還
付
申
告
の
み
を
受
け
付
け

る
「
集
中
還
付
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
税
務
署
の
管
轄
に
関
係

な
く
誰
で
も
申
告
で
き
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

2
月
2
日
(月)
〜
3
月
15
日
(月)
（
平

日
の
み
）

受
付
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

ご
利
用
く
だ
さ
い

集
中
還
付
セ
ン
タ
ー

30
分

場
所

大
同
生
命
ビ
ル
6
階
大
会
議
室

(

福
岡
市
中
央
区
西
中
洲
12
―

33
）

給
与
支
払
報
告
書
な
ど
平
成
15
年
分
の

法
定
調
書
は
、
必
ず
期
限
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
期
限

2
月
2
日
(月)

提
出
先

筑
紫
税
務
署

※
　
法
定
調
書
の
用
紙
は
、
税
務
署
窓
口

に
あ
り
ま
す
。

税
金
に
関
す
る
疑
問
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
自
動
回
答
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(

475)

2
2
2
2
（

兼
用
）

h
ttp
://w
w
w
.taxan

ser.n
ta.go

.jp

FAX

疑
問
に
答
え
ま
す

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

市
内
の
事
業
主
の
み
な
さ
ん

法
定
調
書
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

地下鉄天神駅�

西
鉄
福
岡
駅� 大

同
生
命
ビ
ル�

●
ア
ク
ロ
ス
福
岡�

●
九
銀
福
岡
ビ
ル�

那
珂
川�

昭和通り�

●中央郵便局�

コ
コ�

西鉄朝倉街道駅�

JR天拝山駅�

至
久
留
米�

県
道
31
号
線
　
福
岡
・
筑
紫
野
線�

至
福
岡�

至
二
日
市�

至
鳥
栖�

県道112号線�

立明寺�
交差点�

福岡大学�
筑紫病院�

石
崎
交
差
点�

●�

●
筑
紫
野
消
防
署�

筑
紫
税
務
署�

筑紫税務署(〒818―0042筑紫野市立明寺655―4)
りゅうみょうじ

（923）1400

問い合
わせ先

だ
い
ど
う
せ
い
め
い

に
し
な
か
す
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種　類� 利　点� 問題点�

設置型�
コンポスト�

密閉発酵容器�

段ボール箱�

電動処理機�
乾燥型�

電動処理機�
バイオ型�

・お金がかからな
い�
・庭の落葉や草な
ども処理できる�
・手間がかからな
い�
・容器が丈夫で長
持ちする�

・庭が必要�
・混ぜる時に少し
力がいる�

・比較的場所をと
らない�
・土に戻した後分
解が早い�

・発酵菌（ボカシ）
が必要�
・土に移してから
熟成が必要�
・未分解の状態で
土に戻すため、ハ
エなどが発生し
やすい�

・悪臭が出にくい�
・安価�
・ベランダででき
る�
・生ゴミはほとん
ど処理できる�
・水分調整が簡単�
・手軽で労力がい
らない�

・基材（ピートモス
やもみがらくん
炭など）が必要�
・箱が傷みやすい�

・手間がかからな
い�
・悪臭がない�

・電気代がかかる�
・音がうるさい�
・残ったものの利
用価値がない�
・繊維質がモータ
ーに絡みやすい�

・手間がかからな
い�

・電気代・資材代な
どがかかる�
・音がうるさい�
・繊維質がモータ
ーに絡みやすい�

★｢コンポスト｣とは？
生ゴミを分解して肥料に変える容器のことです。次

のような種類があり、庭やベランダに設置したり、台
所の隅に置いたりして使用します。

私たちの生活の中で、毎日必ず出るゴミ。その1／3を占めるのが生ゴミです。
でも、そんな生ゴミも、ちょっとした工夫で減らすことができます。その一つが｢コンポス

ト｣の利用です。
あなたも｢コンポスト｣を使ってゴミダイエットをしてみませんか。

とても手軽なコンポスト。生ゴミ入れて混ぜるだけ！

段ボールコンポストを作ってみよう！

材料 段ボール箱(底は段ボールを二重にす
る) ピートモス15R もみがらくん炭
10R 段ボールを置く台(ビール瓶ケースな
ど) 虫よけ布(古いTシャツなどの首・腕部分

を縫い合わせたもの)
※ピートモス、もみがらくん炭は、園芸店やホ
ームセンターなどで購入できます。

作り方
①　段ボール箱に、
基材となる｢ピート
モス｣と｢もみがら
くん炭｣を入れ、混
ぜ合わせる。

②　段ボールを台に
乗せ、日当たりが
よく雨のかからな
い風通しのよい場
所に設置する。

③　生ゴミを入れ、
基材とよく混ぜる。
1日500～600gが
目安。混ぜ終わっ
たら虫よけ布をか
ぶせる。

④　3～6ヶ月後、堆肥として利用するか、燃え
るゴミに出す。

※　生ゴミでも、卵の殻や繊維質のもの、貝類な
どは入れないほうがよいでしょう。

▽
� ▽
� ▽
�

▽
� ▽
�

少しの手間をかけるだけで、生ゴミを消滅させたり
堆肥
たいひ

化することができる｢コンポスト｣。実際に60日間
で20kg以上もの生ゴミを処理できた例もあります。
あなたの家庭でも、ぜひ一度試してみませんか。

問い合わせ先 環境対策課
(584)1111 (584)1147FAX
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市内小中学校の校務員の登録者を募集します。
欠員が生じた時に、登録者の中から面接で採用者を
決定します。登録は、随時受け付けています
応募資格 普通自動車運転免許を有する人
勤務日数 週5日(月～金曜日)
勤務時間 午前8時～午後5時
※　学校により異なる場合があります。
報酬 月額15万円(社会保険あり)

登録方法 ｢臨時職員登録申込書｣または市販の履歴書

に必要事項を記入し、提出する（郵送可）

登録・問い合わせ先 教務課（〒816―8501春日市

役所）

(584)1111 (584)1153FAX

2
月
1
日
(日)
〜
15
日
(日)
ま
で
の
間
、
福
岡
市
南
部
工
場(

下
白
水
1

0
4
―

5)

の
定
期
点
検
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
期
間
は

「
燃
え
る
ゴ
ミ
」
の
自
己
搬
入
が
で
き

ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

FAX

募集しています

市内小中学校 校務員(嘱託職員)

市教育委員会は、この春小学校入学予定の子どもに
ことばの発達面で不安を感じている保護者を対象に、
「まいるーむ（ことばの教室）」への入級申込を受け付
けます。
この教室は、ことばや聞こえに発達の遅れがみられ
る児童が、通いながら指導を受けられる教室です。
受付日時 ２月２日(月)～20日(金) 午前9時～午後4時

受付場所 学校教育課（市役所4階）
※　印鑑を持参してください。
なお、４月以降は各学校を経由しての申し込みと
なります。
詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ先 学校教育課
(584)1111 (584)1153FAX

入級申込受付開始

｢まいるーむ(ことばの教室)｣

意見を聞かせてください

循環型都市づくり行動計画
福
岡
市
南
部
工
場

「
燃
え
る
ゴ
ミ
」の
持
ち
込
み
不
可

市で現在策定中の｢循環型都市
づくり行動計画｣。これは、市
民・事業者・行政の各主体が、
循環型都市を目指して行動する
生活スタイル・事業スタイルを
提唱するとともに、今後の都市
づくりに向けた各施策の方向性
を示すものです。
この計画の原案に対する皆さ
んのご意見をお聞かせください。

公表場所 市ホームページ、環

境対策課、情報公開コー

ナー、いきいきプラザ、

春日大野城リサイクルプ

ラザ、各公民館

提出方法 1月15日(木)～1月30

日(金)に、郵送かファック

ス、Eメールまたは直接窓

口で提出する

※　提出された意見は、計画の

内容に反映するか検討材料と

しますが、個別の回答は行い

ません。

提出・問い合わせ先 環境対策

課

(584)1111 (584)1147FAX

市からのお知らせ�



ト
ピ
ッ
ク
ス

5

ト
ピ
ッ
ク
ス�

早朝から通学路に立ち、児童の交
通安全誘導に努めている「筑紫交通
安全協会春日支部」が、このほど福
岡県交通安全功労団体表彰を受賞し
ました。
この誘導のほか、保育所や幼稚園、
小学校での年間を通じた交通安全教
育活動が認められたもの。
同協会の平川

ひらかわ

強
つよし

支部長は「交通
安全に対する心構えは、小さい時から身につけさせておくことが大事です。最近、子どもの無
謀運転自転車に対するドライバーからの要望が多く、今後、小学生向けの安全運転教室も強化
します」と新たな活動に意欲を燃やしています。
同支部は、春日市交通安全指導員を兼ねる30人の会員が、ボランティアで、年間60日を越
える活動を行っています。

市民の交通安全を守る活動で福岡県交通安全功労賞受賞
筑紫交通安全協会春日支部

半年間の成果を発表
なんちゅうカレッジ祭

12月6日、市役所大会議室で「市民活動ま
ちづくり懇談会」が行われ、市民活動団体や
自治会、一般の市民など39人が参加しまし
た。
これは、市民活動やまちづくりに関心があ
る人や団体が、今後協力して活動していくき
っかけづくりのために市が呼びかけたもの。
和やかな雰囲気の中、お互いの活動内容など
を紹介し合ったり、市民活動に対する市の支
援について評価したりしました。

参加者は、｢さまざまな市民活動をしている人と交流できた｣と、とても有意義な時間を過ご
せた様子。この懇談会をきっかけに、団体同士が協力し合った新しい活動が生まれるのではな
いでしょうか。

春日南中学校ＰＴＡの｢なんちゅうカレッジ祭｣が12月20日、同
校で行われました。
これは、学校の教科では学べないさまざまな知識や経験を地域と
いっしょに学ぼうと行われているもので、今回は、演劇や工芸、パ
ソコン、スポーツなど19講座が、それぞれ、半年間の成果を発表し
ました。
講座の様子のビデオ上映や実際に講座の中で作成した品々の展示が
行われ、参加者はその内容や作品に興味津々。また、ステージなど
で実演された空手や演劇などが、大きな拍手を浴びていました。
同校ＰＴＡ会長の神田芳樹

かんだよしき

さんは｢皆さんの発表を見て、胸がいっ
ぱいになりました。地域住民と生徒がいっしょに学びあうこの企画
に関わって、本当に良かったです｣と感想を述べていました。

住み良い春日を目指して
市民活動まちづくり懇談会

祝
賀
会
で
受
賞
を
喜
び
合
う
会

員

▲

▲演劇を受講した生徒たちによる発表
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第12回弥生の里児童画大賞展 入賞作品決定

弥
生
の
里
大
賞

吉
田

よ
し
だ

昌
昭
ま
さ
あ
き(

遠
賀

お

ん

が

町
立
浅
木

あ

さ

ぎ

小
学
校
6
年)

｢ともだち｣をテーマに、県内の小学生から募集した児童画大賞展。今年も7,277点もの作品の応募がありまし
た。
その中から、入賞作品が決定しましたので、発表します。
なお、授賞式は1月25日日午前11時から、ふれあい文化センターサンホールで行われます。

問い合わせ先 社会教育課　1(575)4121 5(593)7380

そ
の
ほ
か
の
受
賞
者(

敬
称
略)

金
賞
●
佐
藤

さ
と
う

一
輝

か
ず
き(

福
岡
市)

大
塚

お
お
つ
か

美み

里さ
と(

春
日
市)

川
村

か
わ
む
ら

ひ
と
み(

春
日
市)

岩
内

い
わ
う
ち

佑
希
子

ゆ

き

こ(

春
日
市)

吉
澤

よ
し
ざ
わ

英
里

え

り

(

古
賀
市)

薛せ
つ

沙
耶
伽

さ

や

か(

福
岡
市)

銀
賞
●
藤
原

ふ
じ
わ
ら

さ
く
ら(

春
日
市)

林
は
や
し

旭あ
き
ら(

福
岡
市)

野
崎

の
ざ
き

真
唯
子

ま

ゆ

こ(

福
岡
市)

村
嶋

む
ら
し
ま

麻
美

あ
さ
み(

太
宰
府
市)

塚つ
か

田だ

ひ
か
り

(

春
日
市)

伊
形

い
が
た

春
香

は
る
か(

福
岡
市)

清し

水み
ず

大
道

ひ
ろ
み
ち(

福
岡
市)

山
崎

や
ま
さ
き

貴
裕

た
か
ひ
ろ(

篠
栗
町)

加
藤

か
と
う

晃あ
き
ら(

北
九
州
市)

寺
原

て
ら
は
ら

英
紀

ひ
で
の
り(

春

日
市)

宮
本

み
や
も
と

元
気

げ
ん
き(

遠
賀
町)

千
葉

ち

ば

和
輝

か
ず
き(

遠
賀
町)

銅
賞
●
津
野
田

つ

の

だ

奈
佳

な

か(

豊
前
市)

林
は
や
し

一か
ず

成な
り(

春
日
市)

平
河

ひ
ら
か
わ

唯
衣

ゆ

い(

大
和
町)

中な
か

村む
ら

晃
輔

こ
う
す
け(

春
日
市)

日
高

ひ
だ
か

絹
子

き
ぬ
こ(

春
日

市)

松

麻
美(

太
宰
府
市)

安
部
拳

史(

古
賀
市)

大
橋
奈
月(

八
女
市)

吉

住ず
み

伊
久
美

い

く

み(

北
九
州
市)

貞
方

さ
だ
か
た

桃
香

も
も
こ

(

太
宰
府
市)

中
島

な
か
し
ま

光
香

ひ
ろ
か(

春
日
市)

本ほ
ん

田だ

誠
ま
こ
と(

春
日
市)

石
木
田

い

し

き

だ

勇
樹

ゆ
う
き(

那
珂

川
町)

山
路

や
ま
じ

夏
生

な
つ
み(

春
日
市)

山
口

や
ま
ぐ
ち

英
美

え

み(

太
宰
府
市)

秋
山

あ
き
や
ま

裕
美

ひ
ろ
み(

春
日

市)

羽
迫

は
さ
こ

唯ゆ
い(

北
九
州
市)

宮
川

み
や
が
わ

欣
也

よ
し
や

(

福
岡
市)

ま
つ
ざ
き

あ
さ
み

し

お
お
は
し
な

つ

き

よ
し

あ
　
べ
　
た
か

受
賞
作
品
展
示

期
間

1
月
25
日
(日)
〜
2
月
8
日

(日)(

月
曜
日
は
休
館)

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー(

大
谷
6
―

24)
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春日市長賞

西島
にしじま

蓮
れん

(春日市立春日東小学校5年)

春
日
市
教
育
長
賞

多
田

た

だ

優
実

ゆ

み

(

北
九
州
市
立
大
蔵

お
お
く
ら

小
学
校
2
年)

西
日
本
新
聞
社
賞

前
畑

ま
え
は
た

美
波

み
な
み

(

福
岡
市
立
壱
岐

い

き

小
学
校
4
年)

林
は
や
し

紀
一
郎

き

い

ち

ろ

う

賞

西
村

に
し
む
ら

香
澄

か
す
み

(

福
岡
市
立
高
木

た
か
ぎ

小
学
校
5
年)

光
行

み
つ
ゆ
き

洋
子

よ

う

こ

賞

横
田

よ
こ
た

一
樹

か
ず
き

(

春
日
市
立
須
玖
小
学
校
1
年)

R
K
B
毎
日
放
送
賞

岩
本

い
わ
も
と

悠
平

ゆ
う
へ
い

(

北
九
州
市
立
鴨
生
田

か

も

う

だ

小
学
校
3
年)

豊
福
知
徳

と
よ
ふ
く
と
も
の
り

賞

古
庄

ふ
る
し
ょ
う

和
音

か
の
ん

(
福
岡
市
立
筑
紫
丘

ち
く
し
が
お
か

小
学
校
2
年)

吉
村

よ
し
む
ら

郁
夫

い

く

お

賞

上
村

う
え
む
ら

遥
奈

は
る
な

(

太
宰
府
市
立
太
宰
府
西

だ
ざ
い
ふ
に
し

小
学
校
2
年)
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春
日
市
役
所�

日
ご
ろ
何
げ
な
く
使
っ
て
い
る
地
名

か
ら
、
そ
の
土
地
が
歩
ん
で
き
た
歴
史

や
風
土
が
垣
間
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。身

近
な
地
名
の
意
外
な
歴
史
を
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間

1
月
24
日
(土)
〜
3
月
6
日
(土)

会
場

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
特
別
展

示
室
（
岡
本
3
―

57
）

○
民
俗
講
演
会
「
地
名
の
た
の
し
み
」

企
画
展
に
関
連
し
て
、
講
演
会
を

行
い
ま
す
。
受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
28
日
(土)

午
後
2
時
〜
4
時

会
場

同
資
料
館
研
修
室

講
師

服
部
英
雄
さ
ん
（
九
州
大
学

大
学
院
教
授
）

定
員

1
0
0
人
程
度
（
申
込
先
着

順
）

申
込
方
法

1
月
28
日
(水)
以
降
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
直
接
窓
口
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
資
料
館

(

501)

1
1
4
4

(

573)

1
0
7
7

水
が
苦
手
な
小
学
生
が
対
象
の
水
泳

教
室
で
す
。

日
程

2
月
6
日
〜
3
月
12
日
の
毎
週

金
曜
日
（
全
6
回
）

時
間

午
後
5
時
〜
7
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
6
―

28
）

参
加
費

1

5
0
0
円

定
員

30
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

※
　
結
果
は
当
選
者
に
の
み
通
知
し
ま

す
。

申
込
方
法

1
月
25
日
(日)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
教
室
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、
年

齢(

学
年)

、
性
別
、
電
話
番
号
、

当
プ
ー
ル
教
室
参
加
経
験
の
有

無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

(

915)

3
5
0
0

(

585)

1
6
3
4

FAX FAX

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど

が
対
象
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

1
月
24
日
(土)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

演
題

「
地
域
福
祉
に
つ
い
て
」

講
師

古
賀
ひ
と
み
さ
ん
（
春
日
市
社

会
福
祉
協
議
会
職
員
）

場
所

か
す
が
の
郷
地
域
交
流
ゾ
ー
ン

（
塚
原
台
3
―

1
2
9
）

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

595)

8
1
8
8

(

595)

6
3
6
1

1
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
正
し
い
歯
み
が
き
を
指
導

し
ま
す
。

FAX

日
時

1
月
28
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

持
っ
て
く
る
物

▽
母
子
健
康
手
帳
▽

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ(

持
っ
て

い
る
人
の
み)

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

日
程

2
月
2
日
(月)
〜
6
日
(金)
（
5
日

間
）

○
T
O
E
I
C
(R)
テ
ス
ト
集
中
対
策
講

座
（
リ
ス
ニ
ン
グ
と
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

の
基
礎
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
1
時
10
分

受
講
料

1
万
1

8
0
0
円

FAX

○
ワ
ー
ド
の
入
門
か
ら
初
級
へ
（
文
字

入
力
か
ら
文
書
、
表
、
グ
ラ
フ
作
成
、

D
T
P
の
初
歩
）

時
間

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

受
講
料

8

8
0
0
円

○
エ
ク
セ
ル
の
入
門
か
ら
初
級
へ
（
入

力
、
表
作
成
、
関
数
、
各
種
グ
ラ
フ

作
成
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
能
）

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

受
講
料

8

8
0
0
円

定
員

各
30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

575)

2
9
9
3(

兼
用)

対
象

満
15
歳
以
上
の
人

日
程

2
月
18
日
(水)
〜
20
日
(金)

時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

会
場

同
支
部(

〒
815
―

8
5
0
3
福
岡

市
南
区
大
楠
3
―

1
―

1)

講
習
内
容

▽
応
急
手
当
の
基
本
▽
心

肺
蘇
生
法
▽
止
血
と
傷
の
手
当

な
ど

受
講
料

3

0
0
0
円(

教
材
代)

定
員

40
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

申
込
方
法

1
月
15
日
(木)
〜
25
日
(日)

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電
話

番
号
（
携
帯
電
話
）、「
福
岡
会

場
」
と
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
支
部

(

523)

1
1
7
1

(

521)

2
5
5
2

FAX
FAX

ス
ポ
ー
ツ

温
水
プ
ー
ル

小
学
生
水
泳
教
室

講
演
・
講
座

福
岡
女
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

T
O
E
I
C
・
パ
ソ
コ
ン
講
座

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

子
育
て

幼
児
期
か
ら
の
正
し
い
歯
み
が
き

歯
み
が
き
教
室

福
　
祉

か
す
が
の
郷
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
者
教
室

イ
ベ
ン
ト

「
地
名
と
風
土
」

民
俗
企
画
展

お
お
ぐ
す

そ

せ
い

さ
と

こ
　
が

ト

ー

イ

ッ

ク
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ヨ
ー
グ
ル
ト
を
使
っ
た
、
カ
ル

シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
で
ひ
と
味
違
っ

た
鶏
の
か
ら
揚
げ
で
す
。

お
弁
当
の
お
か
ず
に
い
か
が
で

す
か
。

材
料
（
4
人
分
）

鶏
も
も
肉
ぶ
つ
切
り
　
3
6
0
g

漬
け
ダ
レ

▽
ヨ
ー
グ
ル
ト
　
大
さ
じ
3

▽
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
（
ケ
チ
ャ
ッ

プ
で
も
よ
い
）

大
さ
じ
1
1/2

▽
レ
モ
ン
汁
　
小
さ
じ
1

▽
す
り
お
ろ
し
に
ん
に
く
　
小
さ

じ
1

▽
す
り
お
ろ
し
し
ょ
う
が
　
小
さ

じ
1

▽
塩
　
少
々

小
麦
粉

揚
げ
油

レ
モ
ン

適
量

レ
タ
ス

キ
ュ
ウ
リ

作
り
方

①
漬
け
ダ
レ
の
材
料
を
ボ
ウ
ル
の

中
で
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

②

ぶ
つ
切
り
肉
を
①
の
中
に
入

れ
、
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
て
30
分

ほ
ど
漬
け
て
お
く
。

③
肉
の
水
気
を
き
り
、
小
麦
粉
を

全
体
に
ま
ぶ
し
、
低
温(

1
6
0

度
程
度)

の
油
で
ゆ
っ
く
り
揚
げ

る
。

④
レ
タ
ス
と
レ
モ
ン
、
キ
ュ
ウ
リ

を
添
え
て
盛
り
付
け
る
。

1
人
分
熱
量

2
8
7
kcal

(

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会)

今
月
の
健
康
料
理

鶏
の
か
ら
揚
げ

ヨ
ー
グ
ル
ト
風
味

色
彩
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
2
・
3
級

の
受
験
対
策
講
習
会
で
す
。

日
程

3
月
2
日
(火)
〜
6
月
11
日
(金)
の

毎
週
火
・
金
曜
日
（
計
28
回
）

時
間

①
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
②
午

後
6
時
30
分
〜
9
時

場
所

同
協
会
（
福
岡
市
東
区
千
早
5

―

2
―

24
）

受
講
料

3
万
5

0
0
0
円
（
テ
キ

ス
ト
・
配
色
カ
ー
ド
代
込
み
）

定
員

各
35
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

1
月
15
日
(木)
午
前
9
時
以

降
に
、
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

(

671)

6
8
3
1

(

672)

2
1
3
3

※
　
こ
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
や
ア
ー
ク

溶
接
な
ど
の
講
座
も
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳

以
上
で
、
健
康
づ
く
り
を
始
め
た
い
人

や
筋
力
を
つ
け
た
い
人
、
膝
痛
ひ
ざ
つ
う

・
肩
こ

り
を
予
防
し
た
い
人
が
対
象
で
す
。

日
時

2
月
7
日
〜
3
月
13
日
の
毎
週

土
曜
日
（
2
月
28
日
を
除
く
・

全
5
回
）

FAX

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
2
階
体
育

室
（
大
谷
6
―

28
）

定
員

28
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

受
講
料

1

0
0
0
円

※
　
チ
ュ
ー
ブ
・
ダ
ン
ベ
ル
代
と
し

て
、
別
途
2

0
0
0
円
程
度
必
要

で
す
。

申
込
方
法

1
月
31
日
(土)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

571)
3
2
3
4

(

585)

1
6
3
4

測
定
結
果
に
応
じ
た
効
果
的
な
運
動

方
法
を
、
健
康
運
動
指
導
士
が
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

20
歳
以
上
の
人

※
　
過
去
6
カ
月
以
内
に
受
け
た
健
診

結
果
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程

1
月
24
日
(土)
、
2
月
12
日
(木)
・

28
日
(土)(

受
付
　
午
後
1
時
15

分
〜
2
時
45
分)

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
い
き
い
き
ル

ー
ム(

昇
町
1
―

1
2
0)

内
容

▽
計
測(

体
脂
肪
率)

▽
健
康
チ

ェ
ッ
ク(

血
圧
・
安
静
時
心
電

図)

▽
医
師
に
よ
る
診
断
▽
体

力
測
定(

握
力
・
柔
軟
測
定
な

ど)

▽
最
大
酸
素
摂
取
量
測
定

(

負
荷
を
か
け
た
約
16
分
間
の

FAX

自
転
車
こ
ぎ)

▽
結
果
説
明
と

運
動
処
方

料
金

2

1
0
0
円

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

※
　
い
き
い
き
ル
ー
ム
で
継
続
的
に
運

動
を
始
め
た
い
人
は
、
必
ず
こ
の
健

康
度
測
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
ル

ー
ム

(

501)

1
1
6
2

(

501)

0
0
5
1

小
学
生
か
ら
高
校
生
が
対
象
で
す
。

研
修
先

▽
イ
ギ
リ
ス
▽
ア
メ
リ
カ
▽

カ
ナ
ダ
▽
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
▽

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

日
程

3
月
下
旬
〜
4
月
上
旬
の
10
〜

13
日
間

費
用

30
〜
40
万
円
程
度

応
募
期
限

2
月
6
日
(金)

※
　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
協
会(
〒
160
―

0
0

0
4
東
京
都
新
宿
区
四
谷
2
―

1
1
大
村
ビ
ル
3
階)

0
3(

3
3
5
9)

8
4
2
1

0
3(

3
3
5
4)

2
2
0
7

h
ttp
://w
w
w
.kskk.o

r.jp

in
fo
@
kskk.o

r.jp

FAX

FAX

健
　
康

募
　
集

あ
な
た
の
体
力
度
を
チ
ェ
ッ
ク

健
康
度
測
定

健
康
の
た
め
の

チ
ュ
ー
ブ
・
ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

色
彩
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
講
座

(財)
国
際
青
少
年
研
修
協
会

春
休
み
海
外
派
遣
事
業
参
加
者
募
集

ち
　
は
や

よ
つ
や

お
お
む
ら

｝
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運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
現
代
。

こ
れ
を
解
消
す
る
の
に
最
適
な
の
が

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
で
す
。

人
間
が
無
意
識
に
行
っ
て
き
た
こ

の
「
歩
く
」
と
い
う
運
動
。
現
代
の

生
活
で
は
、
そ
の
距
離
も
時
間
も
減

っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
高
血
圧
や
糖

尿
病
な
ど
の
「
生
活
習
慣
病
」
を
招

く
一
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
適
し
た
正
し
い
歩

き
方
を
身
に
付
け
、
効
果
的
な
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

「
ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
」
が
効
果
的

た
だ
や
み
く
も
に
歩
く
の
で
は
な

く
、
効
果
的
で
、
し
か
も
心
臓
や
腰
、

膝
な
ど
に
負
担
を
か
け
な
い
適
切
な

強
さ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
知
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
維
持
や
病
気
の
予
防
、
改
善

に
最
も
効
果
的
な
の
は
、
歩
き
な
が

ら
会
話
が
で
き
、「
ち
ょ
っ
と
き
つ
い

か
な
」
と
感
じ
る
程
度
の
ペ
ー
ス
で

す
。
こ
れ
を
「
ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
」

と
い
い
ま
す
。

忙
し
い
現
代
人
が
毎
日
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
長
い
時
間
を
か
け
る
こ
と
は

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
た

だ
普
通
に
歩
く
だ
け
で
は
、
心
肺
能

力
の
30
％
程
度
し
か
使
用
し
な
い
た

め
、
体
力
の
向
上
は
あ
ま
り
期
待
で

き
ま
せ
ん
。

同
じ
5
km
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
も
、

ゆ
っ
く
り
1
時
間
か
け
て
歩
く
の
と
、

ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
で
40
分
間
歩
く
の

と
で
は
、
単
に
時
間
の
節
約
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
心
肺
能
力
や
体
力
の

向
上
に
大
き
な
差
が
出
て
き
ま
す
。

自
分
の
ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
を
み
つ
け
よ
う

ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
を
み
つ
け
る
に

は
、
歩
い
て
い
る
と
き
の
脈
拍
数
が

よ
い
目
安
に
な
り
ま
す
。

年
齢
に
応
じ
た
脈
拍
数
を
次
の
計

算
式
で
割
り
出
し
、
そ
の
脈
拍
数
に

な
る
く
ら
い
の
早
さ(

運
動
強
度)

で

歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
は
脈
拍
数
を
測

る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
4
〜
5
分

歩
い
た
後
、
足
を
止
め
て
15
秒
間
脈

を
測
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ

の
脈
拍
数
を
保
て
る
早
さ
を
体
で
覚

え
て
、
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

※
　
血
圧
や
心
臓
の
薬
を
服
用
し
て

い
る
と
き
は
、
当
て
は
ま
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
主
治
医
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
ル
ー
ム
健
康
運
動
指
導
士

山
下
信
太
郎

無
理
な
く
運
動「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

日
時

1
月
22
日
(木)
、
2
月
5
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
1
階
相

談
室(

筑
紫
野
市
二
日
市
中
央

5
―

14
―

7)

定
員

各
6
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

1
月
15
日
(木)
午
前
8
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

FAX

い
じ
め
や
差
別
、
暴
力
、
体
罰
、
名

誉
毀
損
、
近
隣
や
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
を
人

権
擁
護
委
員
が
受
け
ま
す
。

日
程
・
場
所

▽
2
月
3
日
(火)

春
日
市
役
所

▽
2
月
5
日
(木)

大
野
城
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
―(

大
野
城
市
曙
町
2
―

2
―

1)
▽
2
月
25
日
(水)

筑
紫
野
市
役
所(

筑

紫
野
市
二
日
市
西
1
―

1
―

1)

相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

(

922)

2
8
8
1

(
922)
3
3
4
2

FAX

こ
ん
に
ち
は
健
康
運
動
指
導
士
で
す�

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

高
額
療
養
費
の
申
請

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
が
、
1
カ
月
に
同

じ
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
医
療
費

の
額
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、

申
請
す
る
と
超
え
た
分
の
払
い
戻

し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
世
帯
の
人
で
春
日

市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
、

1
カ
月
に
2
回
以
上
各
医
療
機
関

に
2
万
1

0
0
0
円
以
上
支
払

い
、
そ
の
合
計
額
が
限
度
額
を
超

え
る
場
合
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
対
象
と
な

る
の
は
、
保
険
が
適
用
さ
れ
る
治

療
費
で
、
入
院
時
の
食
事
代
や
差

額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
除
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
保
険
証

▽
印
鑑
▽
病
院
の
領
収
書

▽
預
金
通
帳
な
ど
振
込
先

が
分
か
る
も
の
（
郵
便
局

は
不
可
）

※
　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

1(

584)

１
１
１
１
5(

584)

１
１
４
１

国
保
い
ろ
い
ろ

国民健康保険被保険者の医療費の自己負担額�
（70歳未満の人の場合※1）�

１カ月の自己負担限度額�

住民税非課税世帯�

４回目以降の�
自己負担限度額�

課
税
世
帯�

住
民
税�

� 上位所�
得世帯�
　 ※2

一般�
世帯�

139,800円＋（かかった医�
療費－466,000円）×１％�

72,300円＋（かかった医療�
費－241,000円）×１％�

35,400円�
※1　70歳以上の人は、自己負担額が異なります。�
※2　世帯の国保加入者全員の基礎控除後の所得の合計額が、670万円を超�
　　える世帯のこと。（所得の申告をしていない国保加入者がいる場合も上�
　　位所得世帯とみなします）�

24,600円�

40,200円�

77,700円�

相
　
談

ニコニコペースの脈拍数

(15秒間)＝32－(年齢÷8)

（例）60歳の人の場合

32－(60÷8)＝24.5

四捨五入して25拍

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

筑
紫
地
区
特
設
人
権
相
談
所

ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

あ
け
ぼ
の
ま
ち

ふ
つ
か
い
ち
に
し

や
ま
し
た
し
ん
た
ろ
う



お
た
ま
じ
ゃ
く
し
・
散
歩
道

11

子
ど
も
の
遊
び
今
昔

楽
し
い
冬
休
み
を
、
子
ど
も
た
ち
は

ど
ん
な
遊
び
で
過
ご
し
た
の
か
な
。
ち

な
み
に
自
分
の
世
代
は
も
っ
ぱ
ら
こ
ま

回
し
。
来
る
日
も
来
る
日
も
こ
れ
に
明

け
暮
れ
た
も
の
だ
▼
日
本
通
の
ア
メ
リ

カ
人
教
師
い
わ
く
、「
こ
ま
？
今
は
も
う

滅
多
に
見
な
い
ね
。
で
も
、
そ
の
名
残

が
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
か
な
。
あ
れ
は
回
す

テ
ク
ニ
ッ
ク
は
不
要
だ
け
ど
、
こ
ま
は

ひ
も
の
巻
き
方
か
ら
投
げ
方
ま
で
、
慣

れ
る
の
は
か
な
り
大
変
よ
ね
」
▼
そ
の

と
お
り
。
誰
も
す
ぐ
に
は
回
せ
な
い
か

ら
、
始
め
は
見
よ
う
見
ま
ね
。
近
所
の

お
兄
ち
ゃ
ん
の
技
を
盗
み
取
る
。
が
、

最
後
は
、
見
る
に
見
か
ね
て
お
兄
ち
ゃ

ん
が
さ
わ
り
だ
け
を
教
え
て
く
れ
た
。

こ
う
し
て
そ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
代
々

受
け
継
が
れ
て
き
た
は
ず
だ
っ
た
。
今

で
も
回
し
て
み
て
と
言
わ
れ
た
ら
、
喜

ん
で
披
露
す
る
の
に
▼
そ
ん
な
折
、
太

宰
府
天
満
宮
の
「
こ
ま
回
し
大
会
」
を

テ
レ
ビ
で
見
て
驚
い
た
。
子
ど
も
た
ち

が
、
こ
ま
自
慢
の
自
分
以
上
に
上
手
な

の
だ
。
福
岡
県
が
進
め
る
青
少
年
ア
ン

ビ
シ
ャ
ス
運
動
の
一
環
だ
と
か
。
き
っ

と
、
主
催
者
の
お
じ
さ
ん
が
手
を
と
っ

て
教
え
て
あ
げ
た
の
だ
ろ
う
。
昔
の
光

景
の
再
現
に
心
が
躍
っ
た
。「
今
度
は
、

君
た
ち
が
、
下
級
生
に
そ
の
技
を
伝
え

て
い
っ
て
ね
」

(後)

保育所（園）名� 電話番号�

春日原保育所�

岡本保育所�

昇町保育所�

大和保育所�

須玖保育所�

571-0153 

591-3617 

571-1915 

571-3267 

501-3090

原�

岡�

昇�

大�

須�

保育所（園）名� 電話番号�

白水保育所�

春日東保育所�

若竹保育園�

春日中央保育園�

あいあい保育園�

まみぃ保育園�

582-265

591-191

591-602

581-864

915-755

588-730

白�

白�

東�

大�

岡�

大�

昇�

須�

あ�

岡�

白�

東�

岡�

昇�

ま�

若�

須�

中�

白�

あ�

原�

白�

東�

若�

中�

若�

原�

東�

若�

中�

あ�

ま�

子 育 て � ポイント�ワン�

このコーナーは、保育所（園）の保育士が担当しています。掲載は奇数�
月の15日号です。ご意見・ご感想をお寄せください。（こども未来課）�

（1月15日～3月14日）�

1月16日（金）�
�

17日（土）�
�

20日（火）�
�
�

22日（木）�
�

24日（土）�
27日（火）�

2月3日（火）�
�

10日（火）�
�
�

14日（土）�
�
�

18日（水）�
�
�

20日（金）�
22日（日）�
25日（水）�

3月3日（水）�
�
�
�

6日（土）�
10日（水）�

誕生会�
誕生会（2月12日も）�
つどいやまと会（音楽会）場所：ふれあ
い文化センター（9:20～11:40）�
いないないばあ広場（2月17日も）�
あそぼ会（10:00～11:00）（毎月10日･20日）�
おはなし会（10:00～）(2月17日も)�
なかよしクラブ「わらべうた」場所：須
玖公民館（2月26日も）�
あいあいクラブ（2月28日も）�
おはなし会（2月24日も）�
節分　誕生会�
まめまき�
看護師さんのはなし（3月9日も）�
一緒にワイワイ遊ぼう会（10:00～）
（3月9日も）�
まみぃカーニバル(お遊戯会)場所：ふれ
あい文化センタースプリングホール�
親子ふれあい音楽会（4歳児）�
あそぼう会「絵本の世界へパート2」
(10:00～)�
つくって遊ぼう�
おはなし会�
あいあい音楽会�
なかよし会「看護師さんのお話」�
ひなまつり・誕生会�
ひなまつり＆誕生会�
ひな祭り･お茶会（4日も）�
ひなまつり会�
親子ふれあい音楽会（0・1・2歳児）�
なかよし会「大きくなったねの会（とうふ餅づくり)」�

みなさん保育所に遊びにきませんか�

○テレビと子ども�
　テレビやビデオは、子どもにたくさんの知識を与えてく

れます。しかし、長時間見ることは、「人とうまく関われない

子ども」が増える原因のひとつとなっているのではないで

しょうか。�

　テレビやビデオは一方的で、子どもの疑問に直接答えて

はくれません。そこには、コミュニケーションがないのです。�

　子どもにとって大切なのは、遊びを通してのコミュニケ

ーションで　親や友達との生きた関係です。�

　月に1日だけでも、家族でテレビを見ない日をつくってみ

ませんか？子どもの遊びが広がったり、家族の会話が弾み、

思わぬ発見があるかもしれません。�

�
○病気のときの食事　～下痢のとき～�
　下痢をすると　大量の水分と塩分が出てしまいます。水

分補給には気を配り、番茶や野菜スープなどを十分摂るよ

うにしましょう。�

適したもの�

　リンゴ　整腸作用があるのでジュースに

したり、すりおろして摂りましょう�

　米粥　小麦粉は米よりも腸内で発酵しや

すいので、下痢の回数が多いときは、うど

んやパン粥よりも、米粥が良いでしょう。�

避けた方がよいもの�

　脂肪分の多いもの（バター、マーガリン、植物油）�

　繊維が多くて硬いもの（ごぼう、たけのこ、海藻、豆料理）�

　腸の中で発酵しやすいもの（さつま芋、糖分の多いもの）�

　りんご以外の果物�

　市販のジュース類�

　生野菜�

　冷たいもの（冷たい牛乳、アイスクリ

　ーム、シャーベット）�

こめがゆ�



12月13日、ふれあい文化センターで「人権週間・男女共同参画

都市宣言記念事業2003」が行われ、「男女平等標語コンクール」の

入賞者の表彰式が行われました。

このコンクールは、子どもたちにも男女共同参画社会について考

えてもらおうと、市内の小・中・高等学校から募集したもの。

2,038の応募作品の中から下記の6点が最優秀作品と優秀作品に選

ばれました。

この日は、表彰式のほかにも、オカリナ＆ギターデュオのコンサ

ートや、納富
のうとみ

昌子
ま さ こ

さん(RKB毎日放送(株))による「私が個
わたし

らしく、い

きいきと生きるために」と題した講演も行われ、参加者は “女性の

人権問題”について、改めて考え直すきっかけとなったようです。

市 の 人 口

●市の人口 108,885人

女 55,419人　男 53,466人

●世 帯 数 42,339世帯

市
報
か
す
が

１
月
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日
号
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７
７
３
号
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／
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印
　
刷
／
コ
ロ
ニ
ー
印
刷

12月7日、寒風の中、白水大池
公園で行われた「春日市走ろう大
会」で、元気にスタートする女子
中学生。

表
紙
の
写
真

弥生時代の武器の一種。紅葉
ヶ丘遺跡(紅葉ヶ丘西3丁目)から
発見されたもので、27本まとま
って出土しました。
弥生時代の青銅武器は、次第
に大きく作られるようになり、
マツリの道具へと変わっていき
ました。この銅戈も長さが
40.5cmあり、マツリに使われ
ていたと考えられます。

（奴国
な こ く

の丘歴史資料館）

銅
どう

戈
か

(12/15現在)

恒例の「春日市走ろう大会」が、12月7日、白水大池公園で開かれ、

小学生から大人までのべ241人が健脚を競いました。

参加者は、寒そうに見守る観客の声援を受けながら、日ごろの練習

ぶりを思わせる軽快なフォームで白水池の園路を駆け抜けていました。

各部門の優勝者は次のとおりです。

個人の部　 小学1年生男子　武内聖弥 小学1年生女子　齊藤野乃

花 小学2年生男子　浜野大輝 小学2年生女子　東内梨紗 小学3年
生男子　大塚彰啓 小学3年生女子　 根田実幸 小学4年生男子　上

田拳太郎 小学4年生女子　増田遥香 小学5年生男子　山口直輝 小

学5年生女子　竹下亜沙美 小学6年生男子　北村拓郎 中学生男子
坂本昌照 中学生女子　竹下美沙希 一般女子　 根田俊子 一般男

子　日巻仁孝

駅伝の部　 一般男子　白水公園走ろう会A 中学生女子　春日野中

学校陸上競技部 中学生男子　春日野中学校陸上競技部

寒風の中、白水大池公園を駆ける　「第29回春日市走ろう大会」

人権週間・男女共同参画都市宣言記念事業2003 男女平等標語コンクール表彰式

一
般
女
子
の
部
で
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

▲

▲前列左から河鍋
かわなべ

教育長、田中
たなか

さん、井上
いのうえ

市長、

後列左から早木
はや き

さん、時枝
ときえだ

さん、加島
かじ ま

さん、

号刀
ごうなた

さん

＜男女平等標語コンクール受賞作品＞
最優秀賞 思いやり　それから始まる　男女平等／田中ひとみ(春日原小学校6年)
優秀賞 男女とも　支えあっていく　パートナー／号刀沙緒理(春日原小学校6年) 男女でつくる夢と明るい新時代／加島綾乃
(春日西中学校1年) 認め合い　助けあおう　男女で築く明るい未来／時枝美佳(春日野中学校1年) 築こうよ男女の笑顔があふれ
る社会／早木佐和子(春日高等学校1年) 人として　認めあう社会に　性差なし／俣江まり子(春日高等学校1年)
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